
自然部会からのイベントのお知らせ 
 

市史編さん講演会「ツバメのくらしから見た市川」 
 

今年（平成23年）度夏に実施した市川市全域のツバメ営 

巣調査を踏まえ、講演会を行います。 
 

日時：平成２４年１月２７日（金） 1７時～(開場16時30分) 

場所：市川市生涯学習センター２階 グリーンスタジオ 

定員：２２０名（当日先着・申込不要） 

 

講演内容：「人と共存するツバメ」 唐沢孝一氏（市史編さん調査編集委員） 

 「市川のツバメ・今と昔」 越川重治氏（県立船橋東高等学校教諭） 

 「ツバメは子どもに何を食べさせるか」 山﨑秀雄氏（市史編さん調査編集委員） 

 

「市川のカエルたち－特にヒキガエルの産卵について－」 
 

市史編さん自然部会で、ヒキガエルの産卵状況の調査を実施しています。 

市民の皆さんから確かな情報をいただけるように、カエルについての学習会を行ないます。 

日時：2月12日(日)  10:00～12:00 

場所：中央公民館 第1会議室 

定員：40名（申込不要・当日先着） 

持ち物：筆記用具 

日時：2月19日(日)  10:00～12:00 

場所：南行徳市民談話室 第3・4集会室 

定員：40名（申込不要・当日先着） 

持ち物：筆記用具 
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西野綾子／文 ・阿部肇／絵 『日本の神話１０ ヤマトタケル』ひくまの出版 1989年11月 

松田稔／文・柳沢秀紀／絵 『親子で楽しむ歴史と古典 ヤマトタケル』 勉誠社 1996年5月 

 

市川市映像文化センター（市史編さん事業担当） 

〒272-0015 千葉県市川市鬼高1-1-4 生涯学習センター2階 

TEL 047-320-3334 FAX 047-320-3356 http://www.city.ichikawa.lg.jp/shishihensan 
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